
◎JR・山陽電車「明石駅」より徒歩約６分です。
◎明石駅周辺には，食事ができるお店があります。

子どもの姿から学び・高める教師の資質をめぐって

−子どもと向き合い 子どもとともに学んだ 実践事例を通して−

日 時：平成２８年７月２６日（火） ９：５０〜１６：００

場 所：神戸大学附属小学校及川記念館多目的室
参加費：無料（募集定員：８０名）あ
＊会場の都合により，定員になり次第募集を締め切らせていただきます。あ

主催：神戸大学附属小学校研究会

共催：明石市教育研究所

後援：兵庫県教育委員会
神戸市教育委員会 姫路市教育委員会

夏期教員研修講座
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閉会開
会

受付 講演 昼食
実践発表
（１）（２）（３）

実践発表
（４）（５）

質疑応答 休憩

参加申し込み：本校ホームページの申し込みフォームに必要事項を記入し，受付担当：木下までメールください。
E-mail： kino0711★people.kobe-u.ac.jp（受付担当：木下順由） ★を＠に変換してください

お問い合わせ：神戸大学附属小学校研究会 TEL:078−912−1642 FAX：078−914−8150
明石市山下町３番４号

＊本講座は，兵庫県の「１０年次経験者研修」対象講座となっております。

ディープ・アクティブラーニングと教育評価
〜子どもの深い学びをいかにみとるか〜

＜ 講 師 ＞

神戸大学大学院人間発達環境学研究科 准教授

講 演

川地 亜弥子

（１）子どもの具体的な姿から考える
見取りと支援のあり方

－第１学年砂場での学習を通して－
神戸大学附属小学校 吉田真由美

（２）生活科と理科とのつながりを考え
小中連携を見据えた理科教育
明石市立高丘西小学校 田代真幸

（３）グローバル化に対応した
外国語活動・英語教育の充実に向けて

-Can/doリストによるコミュニケーション能力の育成に重点を置いた授業づくり-

姫路市立四郷中学校 秋山容洋

（４）資質・能力ベースの授業づくり
－第６学年国語科『弁論大会を開こう』－

神戸大学附属小学校 杉山はるか

（５）防災マニュアルの活用と防災訓練

～日常的な防災意識の向上を目指して～
神戸市立高津橋小学校 服部征司

実践発表 A会場（定員４０名）

（１）子どもの学びはつながっている

〜幼小の勤務経験を通して〜
神戸大学附属幼稚園 西山隆子

（２）ICTを活用した協働型・双方向型の
授業スタイルの開発

姫路市立津田小学校 平山 慈

（３）資質・能力を育成するための学習支援
－第３学年『しぜん・かがく』の授業実践から－

神戸大学附属小学校 俣野源晃

（４）わかりやすい授業でのＩＣＴの活用
明石市立衣川中学校 奥内正浩

（５）自分の考えをもち，学び合い，
考えを深める授業づくり

～分かりやすく話す・書くことを通して～
神戸市立本庄小学校 野﨑 誠

実践発表 B会場（定員４０名）

アクティブラーニングについての議論が進む中，その形骸化を懸念し
て「質」「深さ」を重視する主張が広がっています。こうした質や深さ
はどのように評価したらよいのでしょうか。本講演では，いくつかの事
例を紹介しながら，これらについて具体的に考えていきます。

ここです


